
 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔事業目的〕 
区民に、歴史・考古・国文学の専門家の話を聞く機会を提供し、あわせて品川歴史館

の事業を広く一般に知らせることを目的として開催する。 

 

〔講演内容〕 

 水が多様な場面でいかに人々の生活とともにあったかを取り上げ、品川をはじめとし

た水辺の空間を生かした町づくりの例を数多く紹介した。 

 

   講 師： 陣内 秀信（法政大学デザイン工学部教授、中央区郷土天文館館長） 

 

 

 

文化講演会  
「水の都 江戸・東京」 

 

日  時 平成 27年 2月 22日（日） 午後 2時～4時 

会  場 講堂 

受講者数 59名 

 


